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第17次南極地域観測隊の出発にあた り
－IMSと 南極観測一
第17次観測隊長
芳 野 赴 夫
1976年01[「{和51年)1月1　Llから3年 間,国 際 磁 気1調
観 測 、}1.画(IMS　:　International　Magnetospheric　Study)
が 行 わ れ る.我 が1.+{の南 極観 測 事 業 も第17次.18次,工9
次 隊 が こ のIMSに 参加 し,地 球 磁 気圏 の諸 現 象 の 国 際
協 力 に よる研 究 観 測 に従 事 ・担 当 す る こ とに な った.
第14次隊 が帰 国 す る頃 よ り,超 高 層,特 に 地 球 磁 λ〔圏
の夜 働に お け る オ ー ロラ粒 子 の加 速 機構 に つ い て,国 際
的 に 更に 新 しい 学 説 が 発 表 され る よ うに な り,今 後 は こ
の学 説 の実 、{[肋:工MS期間 の 極 地 観 測 の 大 き な観 測 テー
マ と な っ て き た.す なわ ち,太 陽 フ レアが 発 生 した と
き,大 き な磁 気嵐 が 発 生 す るた め に は,惑 星間 磁場 が 地
球 磁 場 に 対 して南 向 きに な って い る確 率 が 非常 に 高 い こ
と が,人 工 衛 星 の観 測 結 果で 明 らか とな った,
惑 星間 磁 場 が 南 「i/1きの時 に は,地 球 磁 叉〔圏 のJd倶ij　(夜
働)に お い て惑 星 間 磁 場 と地 球 磁場 との結 合 が起 り,こ
の 結 合磁 場 と 太陽 風 との 相互 作 用 に よるMHD発 電1残喘
に よvて.地 球 の 夜 倶[」磁'メ(1剤に1ぴ2ワ.ノトと称 さ れ る環
電 流 が 発'ヒす る.そ の 環電 流 の枝 回路 は 夜 側 の閉 磁 力線
の 外 側 に 沿 って 極 冠 電 離層 の 朝 方 に入 り,夕 方 側 か ら出
る,丁;'えか え る と,朝 方 に プ ラ ス の 電 気 を持 っ た陽 子
が,夕 方 に は マイ ナ スの電 気 を持 つ電 子 が流 入 す る オ ー
ロ ラ回 路 を形 成 する と 考え られ,こ れ に よ って発 生 す る
電 界 が 地 球 磁 気 圏 の 夜 働 の尾 の 部 分に あ る プ ラ ズ マ シー
トに あ る プ ラズ マ粒 子 を極 地 方 の 電離 層 方 向に 加 速 し流
入 させ る とい う説 明 が 成 され て い る.
第17次隊 で はIMSの 第 一 年 目 に 当 る隊 と して,超 高
屑 観測 を 主 テー マ と して,以 上 に述 べ た現 象 に つ い て観
測 研 究 を行 うこ とに な った.従 米 昭 和 基 地 の 超 高層 観 測
は,昭 和 基 地 の1点 に お い て 地 表 上 に起 る諸 現 象 を観 測
し,こ の デ ー タ,特 に オー ロ ラ活 動 と地 磁 気 活動 の関 連
を中 心 に 研 究 が 行 わ れ て 来 た.こ の地 ヒ観 測 では,オ ー
ロ ラ内 部 の エ ネル ギ ー,粒 子構 成 につ い て直 接 鶴 川ljは不
ul-能で あ った が.第11次 ～ 第14次までS-1601'!,S-210
型 ロ ケ ッ トを昭 和 基 地 で 打 ヒげ る こ とに よ っ て,観 測 態
勢 を立体1ヒし,オ ー ロ ラの 光 って い る高 度,す な わ ち,
100㎞～120㎞ 程 度 の 立 体的 直 ナ妾観測 がu∫能 とな 一,た.
しか し,ノ)回のIMSで は 人工 衛 星 を主 体 と した地 球 磁
気 圏 の観 測研 究 が 主 目的 とな る た め,昭 和 基地 に お け る
観 測 高度 を従 来 よ り,よ り高 く広 げ る必 要が 生 じ,第17
次 隊 で は 観測11'5度約200kmまで1・.}"するS-310}{1{t・ケ..
ト1雄 を初 め て 基地 に持 込 ん で.観 測 高 度 の 拡 大 をは か
っ た,
tコケ..'トに.よる観 測 に 加 え て,第17次 隊 で は,新 た}こ
人11樺戸11テレ メ ト リー受 信装 置 を昭 和 基 地 に,i'VIJiitして,
ロケ ・ ト観 測 よ りは るか に 高 々度 の 電 離 層|ゴ打;,数1'km
～致 方kmの超rl'll層観 測 を行 う よ う準 備 を してい る.こ の
た め,第17次 隊 の超 高 層観 測 の 咀1旨範 囲 は 従 来の 地 ヒ観
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測より飛躍的に数万㎞までの観測が可能となることにな
った.こ の装置の設置によって超高層磁気圏高度の科学
衛星の観測が昭和基地において初めて可能となるのであ
る.こ の装置は,第19次隊において,東京大学宇宙航空
研究所が昭和52年1月 ～2月打上げ予定 の 準軌道科学
衛星EXOS-Aの観測項目の うち,6項 目が昭和基地で
データ取得を行 う予定である.こ の衛星は 遠地点が 約
4,000kmで北}卜球側に,近地点が約400㎞で南半球側に
持ち,北半球ではオーロラTVに て,オ ーロラオパール
全体にわたるオーロラ像の観測を行い,南半球ではオー
ロラ上空での粒子 ・波動について観測 し,昭和基地がそ
の受信点 となる予定であって,現在すでにプロトタイプ
の衛星のテス トが終了し,フライ トタイプの製作にとり
かかっている段階である.
第17次隊では,以 ヒの準備のほか,第18次隊でのフラ
ンスの静止科学衛星GEOSと の協同研究が 予定されて
いるが,第17次隊ではISIS-1,2,　NOAA-3,4,　INJUN-
6,　ATS-F等からのVLF電 波放射,電 離層の トップサ
イ ドサウンダー,粒 子密度等のデータを衛星高度で観測
する.
ロケットはS-310型1基,S-210ev1基を夏期間中
に,S--210型5基を冬期間中に打上げ,電離層高度の諸
データの観測 と比較するべく予定 している.
第17次隊では同時に地上観測も強化 し,新たに開発さ
れたVLF波 の入射方位の測定装置を持込み,オ ーロラ
TVと 同時観測することによって,極冠超高層における
粒子,波動の相互作用による電波発生 と,オーロラの発
光部分に関する相互関係を求める,ま た,み ずほ観測拠
点にも初めて超高層観測機器を持込み,4名 の隊員を越
冬 させて,従 来昭和基地1点 のみの観測であった地上超
高層観測を,点 から多点観測による面の観測に拡大する
予定である.こ の多点地上観測と,ロ ケット,衛星の観
測により,昭和基地の超高層観測の守備範囲は立体的に
飛躍的に拡大されることになるわけである.
第17次隊では,超高層の他,2名 の雪氷隊員による内
陸氷の研究,海 氷の成長の研究をも行い,ま た地震の観
測も強化 し,また1名 の気象の研究観測隊員により,地
表面の熱線放射等エアロゾルの観測研究も行 う予定であ
る.ま た第16次隊に引続いて,　lc名の医学担当隊員によ
って環境汚染についても研究が行われる.
以上の諸計画を消化 し,飛躍的な超高層観測,研 究の
強化拡大をねらって,11月25日,第17次隊は昭和基地を
目指 して出発するわけであるが,充 分の安全に留意 し任
務の達成に努力する所存である.
(筆者:超 高層物理学研究部門客員教授,電 気通信大
学教授)
南極観測隊便り
一策16次越冬隊の近況一
7月の平均気温で一20.8度と基地開設以来の低温を記
録 した昭和基地附近は積雪量においても例年に比べ少 く
ないようである.ま た,最近測定 された北の瀬戸での氷
厚 も185～190cmに達 しており,第8次 や第11次の時に
比べ30㎝ほど厚くなっている.しかし,観測や設営など
の業務は順調に進んでおり,夏期間に建設された新送信
棟には5kW送 信機,1kW送 信機,ビ ーコン送信機な
どが旧送信棟から移設された.暗夜がなくなるとともに
野外での観測も頻繁になり,海氷上に出て海の測深を行
ったり,沿岸露岸での生物,医 学,地 球化学,気 象など
の観測,航 空機によるペンギンやあざらしの調査などが
活発に行われている.
11月12日にはやまと山脈調査旅行隊が小雪の舞 う昭和
基地を出発 した.こ れは,来年1月.ド旬までの予定で,
やまと山脈の地質や明石に関する調査,基 準点測量,航
空機 を使 っての写真測量 ・磁気測量,寒 冷高所での医学
的調査などを行うもので,松本径夫隊員を リーダーとし,
関口令安,真 部允宏,山 本明,高 岡哲夫,滝 川清,船 木
爽の7名 の隊員で編成 された.車輌は大型雪上車1台 と
小型雪上車2台 が使用 され,軽油23本,ガソリン47本,
灯油300tの燃料 と630人目分の食料も用意された.旅
行隊は11月16日にみずほ観測拠点に着き車輌の整備やあ
らか じめここに用意 してあった航空ガソリンを追加 し,
櫨を再編成 して19日に同拠点を出発 した.そ してKル ー
トを経て30日にA　OO3地点に達 した.12月1日には航空
機(セ スナ)が 同地に飛び,風速15mの 中で着陸に成
功 し,同地域の裸氷帯での離着陸が可能なことを確認し
た.そ の後旅行隊はB25に移動 してここをベースキャン
プとして.,地質,測 地の2班 に分れ,日帰 りあるいは1
～2泊 程度の調査 を行ってお り,これまでに数10個の限
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一.・第17次観測隊の家族会 開か る一..
第17次観 湿球 の第1回nの 家 族 会が,1Ul25日(.火)の
出 港 をi}llに,多数 の家 族 う:集り11J.」24日Ul)赤坂 の ホ テ
・.レニ.・.一ジ.'・ハ ンで 開 か れ た.しト年間 あ る い は1か 年 余
の留 守 の1削家 族1間1・rj:志で 連 絡 しあ った:),i請しあ え る 会
と し『.:発足 した もの で,年3～4川 開 か れ.る予定 で あ
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る.家 族 会長 に は 乃:野隊 長 夫 人,副 会長 には 平 沢 副 隊 長
夫 人が 選 ば れ,な ごや か な 懇 談 の うち に 楽 しい ひ と とき
を過 ご した.
ま た,研 究 所 か ら の連 絡'1噸と して,寄 港 地 へ のr－紙
の出 し方,電 報 の 打 ち方,給 り等 の 受 取 り方,共 済組 合
の利 用 等 に つ い て の話 が あ った.
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春 の訪 れ の は や か った 今 シー ズ ンの マ クマ ー ドで は,
12月初 旬 に は,南 極 の 夏 を迎 え た.雪 の ほ とん で消 え た
基 地 で は あ るが,荷 物 置 場 に た ま った ド リフ トのヨ ど け
水 は,地 学研 究 室 か ら私 達 の 宿 舎 に な って い る ホ テ ル と
呼 ば れ る建 物 まで の道 の 中 央を 音 を た て て流 れ てい る.
夏 の 清流 と呼 び た い が,感 じと して は春 の せ せ らぎ とい
っ た とこ ろて'ある.
昨 年は12月k;こな 一)ても固 く閉 ざ して い た マ ク マ ー ド
入 江 の海 氷 も 今`1こは11月Eに は,マ ク マー ド」,L地か ら10
キ ロ メー トル附 近 まで 開 水 面 が で き た.
DVDPの 最 後 の掘 削:tll月6ilから始 ま った.私 達
が マ ク マ ー ドに 着 い た時 に は,9月 の第.一便 で飛 来 した
ス
米[.国の トレパ ス教 授 に よ り,掘 削 点 は ニ ュー ハ ー バ ー}中
約20年 目 メー トル の地 点 に 決 定 され,掘 削 機 械 等 も人 体
の設 置 は 終 って い た.そ して2点 の 掘 削 の 予 定 も,氷 状
が 良 くな い ので1点 の み とな っ た.
掘 削 そ の もの は 順 調 に進 ん だ が,採 集 され て く る コア
は 火 山性 の堆 積 物 が 多 く,水 を含 み コ ア と して得 られ た
割 合 は 約'卜分で あ る.11月20日に は38%と い う高濃 度 の
メ タ ンガ スが 検 出 され た が,非 常 に局 部的 な薄 い 層 を形
成 して い て.i1'「:接地 下深 部 の石 油 層 の#在 を示 す もの で
あ るか ど うか 定 か では な い.し か し,時 を同 じ く して 来
状 も悪 化 して き た ので,11月21日を も って 掘 削 は 中1上さ
れ た.
掘 削 点 の 水深 は122メ ー トル,そ の海 底 か ら65メー ト
ル 掘 り ドげ た だ け に と ど ま り,地 下 の基 盤 を構 成 す る 岩
盤 まで は達 せ ず に終 わ った.
こ の掘 削 と並 行 し,マ ク マ ー ドで は地 震 観測 や研 究 室
内 の 仕';1が行 わ れ,掘 削 終 了後 は サ ン プ リング 旅 行 も開
始 され た.ア メ リカ側 の 予 算削 減,11月41」 　Dome-C
で 今 年1月 に続 き飛 行機 事 故 が起 り,ク ラ イ ス トチ ャー
チ との 空輸 が少 な くな っ た こ とな ど に よ り,マ ク マ ー ド
基 地 の 人数 は 例 年に く らべ て少 な い.こ の た め基 地 を中
心 と した活 動 は'.卜分 に で き る余 裕 が で き てお り,今 まで
で き なか った よ うな サ ンプ リ ング旅 行 も可 能 に な って い
る,
(マクマー ド基地にて 神沼克伊助教授発)
第1回 南極やまと陽石
シンポ ジウム開かる
南 極産 や ま と明石 に 関 す る初 め て の シ ンポ ジ ュウ ∠、が
去 る10刀25[1(-L)国it':西ケ丘 競 技 場 会議 室(東 京 都北 区
西 ケ 丘)に お い て 当研 究所 主 催 の も とに開 かれ た.す で
に や ま とbjJ石(a),(b),(c),(d)に関 す る論 文 が 当研 究 所
Memoirとして 発 表 され て お り,そ れ を ふ ま え て,や ま
と明石(j),(k),(1),@につ い て基 礎 的 研 究 の成 果 が 報 告
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され た.
当 日は 日本 の 明石 研 究 者40名と外 人1名 が 参加 し,当
研 究 所 の 永 田所 長 と楠 教 授 の 座 長 の も とに 長 時間 に わ た
り,き わ め て 活 発 な討 論 が行 わ れ,明 石 研 究 の重 要 性 と
当研 究所 の役 割 の重 さ を 感 じさ せ られ た.ま た,1974年
度 採 集 の鳴 石663個 に つ い ては そ の整 理 状 況 と採 集 地 の
くわ しい状 況 が 報告 さ れ た.現 在 ま で の知 識 か らす る と
や ま と山 脈 周辺 の裸 氷 域 には 約8 ,000個の陽 石 の存 在 が
予 想 され るむ ね 報告 が あ った,し か し,陽 石 に 最 も関 心
が あ る と思 われ る人 達 の この 集 りの中 か らは み ず か ら採
集 に 出掛 け たい と発 言 す る人 は 残 念 な が ら見 当 らな か っ
た.
プ ログ ラム は次 の 通 りで あ る が,コ メ ン トと して や ま
と隅石 発 見 の 端緒 を作 った元 地 質 部門 主 任 研 究 官 の東 京
教 育大 学 牛来 助教 授(岩 石 学)か ら当時 の裏 話 「限 石 博
物 館 」 の 話 しが あ り,最 後 に 試 料 の配 分 が 次 の とお り決
め られ 盛 会 裏 に 終 了 した.
増 田 彰 正(神 戸 大,理)(」),(k),(1),@,各1.0～1.59
高 岡 宣 雄(大 阪 大,理)(」),〔k),(1),㈲,各1.09
本 田 雅 健(東 大 物 性 研)(」),(k),(1),@,各1.0～2.09
武 田 弘(東 大,理)(1)約2.09チ ップ
プ ロ グ ラ ム
1・C・11e・ti・n・fY・m・t・M・t・。 it・,A・t、・ctica,i。
　 December　1973
白石 和 行(北 大 理),成 瀬 廉 二(北 大 低 温 研)
楠 宏(極 地研)
2.　MineralogicalStudiesontheYamatoMeteorites
　 (j),　(k),　(1)　and　(m)　from　Antarctica
八 木 健 三(北.大理)
島 誠,岡 田昭 彦(理 化学 研)
Lovering　(メル ボ ル ン大)
3.　Chemical　Studies　on　the　Yamato　Meteorites
　 (j),　(k),　〔1)　and　(m)　from　Antarctica
島 誠(理 化 学 研)
4.　Magnetic　Properties　of　Yamato　Meteorites　(j),
　 (k),　(1)　and　(m)　from　Antarctica
永 田 武(極 地 研)
5.　New　Collection　of　Yamato　Meteorites,　Antarc.
　 tica,　in1974
矢 内 桂 三(極 地研)
米 国国立科学財団の
M・ ヘルマン博士来所
米 国 国立 科 学 財 団(NSF　:　National　Seience　Founda.
tion)の国 際共 同 研 究 部 の責 任 者 で あ るMax　 Hellman
博士が東京事務所のE・　Ashby博士と宮原所員を伴っ
て,12月18日当研究所に来訪され,村 山次長と楠研究主
幹とで当研究所の機能と現況及び将来計画並びに日本の
南極観測の現状等について意見を交換 し,最後に所内を
くまなく視察 してゆかれた.
アメリカの極地研究 を主宰するNSFは ,当研究所 と
は永年密接な 関係にあ り,日本の南極本部に梢似た形
で,極地研究の予算を大学,研 究所,コ ース トガー ド等
に振 りあてて,北極 ・南極におけるアメリカ自体の研究
並びに国際共同研究を実施 している機関である.
両博士の来所を機会に,今 後のNSFと の連繋は更に
緊密になることが期待されると共に,両博士には当研究
所の歓迎を喜んでもらった.
外 国 基 地 紹 介
一 アムンゼン ・スコッ ト(南極点)基 地一
1911年12月14日,ノル ウ ェー の アム ン ゼ ンに 率 い られ
た5名 の 犬 櫨 隊 が 地球 の 一 方 の 極,南 極点 に人 類 最 初 の
足 跡 を印 した.翌 年1月18日,南 極 点到 達 の競 争 に は 敗
れ た もの の,多 くの科 学 的 成 果 を残 した イ ギ リス の ス コ
ッ ト隊 が到 達 した.こ の時,白 瀬 蔽 の1二1本の南 極 探 検隊
も南 緯80度5分 に達 してい る.
極 点到 達 か ら約 半 世紀 た った1957年,南極 大 陸 は 多 く
の英 雄 の舞 台 か ら,国 際 地 球 観 測 年 の科 学 の フ ィー ル ド
と して 多 くの国 々,沢 山 の研 究 者 の注 目 をあ び る よ うに
な った.
1956年か ら57年の夏 の シ ー ズ ン,国 際 地 球 観測 年 の た
め の科 学 基 地 を南 極 点 に 建 設 す べ く大 作 戦 が ア メ リカ に
よ り遂 行 され た.建 設 資 材 や 人 員 の 輸 送 は す べ て航 空 機
が 利 用 され,基 地 が開 設 され た .そ してこ の 基地 は,そ
の 最 初 の到 達 者 達 を記 念 し,ア ム ン ゼ ン ・ス コ ッ ト基 地
と命 令 され た.こ の時 以 来,こ の 基 地 は数 少 な い 南極 大
陸 の基 地 と して,極 光,地 磁 気,地 震,重 力,気 象 ,雪
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氷などの観測が行われている.
アムンゼンの極点到達以来57年たった1968年12月19
日,村 山雅美隊長の率いる南極横断旅行隊が南極点に到
達 した.陸路の隊 としては史上9番 目,昭和基地から往
復約5,200㎞は史上最も長い距離であった.
イン ド洋側から南極点への最初の訪問者 として,村山
隊を大歓迎 してくれた建物を,我 々はもう見ることはで
きない.標 高が約2,900m,そのうち氷の厚 さが2,800m
の南極点附近では年間数十センチの割合で雪が積もる.
1957年に建設され,そ の後,増 改築を続けた建物も,現
在では完全に雪表面から数メー トルの下に埋没 した.
1975年1月9口,古い建物群(通 称オール ドポール)
か ら約1㎞ 離れた場所に新 しい建物が作られ,そ の落成
式が行われた.新 しい建物は高さ16m,直径50mの ド
ームを中心に,そ の両側にカマボコ型の大小各二棟が,
対称に並んでいる.さ らに ドームの向って,右 手には超
高層物理観測用の四階建の建物などがある.
中央の ドームの中には観測棟,通信棟,食 堂棟(以 上
日本流表現)と でも呼ぶべき建物が三棟 と重力と地磁気
観測用の小屋 とが建っている.観測棟は二階建で,一階
は気象,地 震などの観測器械と二台の小型コンピュータ
ーが設置された観測,研究スペース,二階は娯楽室,図
書室,休 憩室,隊 員の個室などが並んでいる.通信棟も
二階建で一階が通信施設,二 階には個室,風 呂,24時間
営業のサウナ風呂がある,
カマボコ型の建物は,両 外側が燃料 タンクとガ レージ
及び工作室,内 側の小さなのは生物学関係の研究室と発
電施設がある.ド ームを中心にすべての建物は通路で結
ばれ,天候が悪 くても,真冬の暗黒の日々にも,それぞ
れの建物間の往来が安全にできる.
サウナ風呂に象徴されるように,建 物の中は半袖で過
せる程度に暖房 されている.汚水,汚 物,ゴ ミなどは氷
に深い穴をあげ,そ こに棄てる.あ とは大陸の氷床の流
れが処理 してくれる.こ の新 しい建物も15年後には雪の
'ドになり
,放棄されるだろうと推定されている.古い建
物やゴミなどとともに数万年後にはウェッデル海に現わ
れるだろ う.
南極点基地への物資,人 員の輸送はマクマー ド基地か
ら大型輸送機C-130で行われている.11月中旬から2月
中旬の3ヵ 月間が輸送可能な期間である.この夏の間は
南極点で研究する研究者も滞在 し,基地の人員は30～50
名になるが,越 冬は18名で行われている.
一年に日出,日 没が一回しかないか ら一年が一日とも
言える南極点,半 年の夏の間は一 日中,太陽は同じ高さ
にあ り建物が無ければ方向の分 らない南極点,そ こにも
科学観測のために日夜励んでいる人間が居るのである.
「南極の氷河の発展と世界の古環境」
シ ン ポ ジ ウ ム
南極 に お け る,こ こ一 千 万 年 ほ どの聞 の 出米 事 に つ い
て 検討 を 行 っ てい るSCARの"iE期 新 生 代 研 究 専 門 家
グ ル ー プ"は,1977年8月,標 題 の よ うな シ ンポ ジ ウム
を主催 す る こ とに な り,そ の運 営 委 員 会 が,1975年8月
イ ギ リスの ノー ウ ィッチで 行 わ れ た気 候 変 化 に 関 す る シ
ン ポ ジ ウム の 際 開 か れ た.筆 者 に替 わ っ て筑 波 大 吉 野 正
敏 教 授 が 出 席 され,つ ぎに あ る よ うな形 で 準 備 が 進 め ら
れ る こ とに な った.
シ ンポ ジ ウム は1977年8月に,イ ギ リスの バ ー ミ ンガ
ム で 開 催 が 予 定 され て い る第10回国際 第 四紀 学 会 の特 別
セ ッシ コン と して行 わ れ る も の で,扱 わ れ る テ ー マは,
1.南 極 氷 床 の起 源 と発 展,2.新 生 代 に お け る火 山活 動
と氷 河 作 用,3.南 極 と世界 の 気候,4.南 極 と南 の諸 大
洋,5.南 極 と南 の 島 々,6.南 極 と南 の諸 大 陸,で あ る.
南 極 大 陸 で,い つ 頃,ど の よ うに して氷 床 が発 生 した
か,ま た,そ れ が 現 在 の 姿 に な る まで に ど の よ うな経 過
を辿 った の か を明 らか に す る こ とは,南 極 大 陸 の最 近 の
歴 史 を解 明 す る こ とで,地 学 の 中 で最 も重 要 な課 題 の 一
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つである.い わば南極大陸が真に南極 らしくなった経緯
を知りたいということで,こ のシンポジウムの柱 として
第1の テーマが取上げられた.ま た,南極におげる火山
活動は,そ の地質学的 ・地球物理学的な意味のほかに,
その活動時期が南極の氷河の変遷の時間的尺度を与えて
くれたり,あるいは氷 との相互作用によって過去の氷の
記録をとどめてくれるものとして貴重である.西南極に
みられる火山岩のあるものが,厚 い氷床の ドで噴火 した
ものか否か議論 されている.一方,南 極の氷床の形成 と
その発展は,そ の周辺やさらに広 く世界に対 して,さ ま
ざまな影響を与えたに違いないと考えられている.南極
に広大な氷河一氷床一が発生 したために,地 球全体が次
第に冷えて,つ いにはここ百万年間を特徴づける氷河時
代を迎えるようになったとすら考えることもできるらし
い.つ まり南極が世界の気候の変化にとって重要な鍵を
握っているかも知れないのである.南極の影響はまた,
周辺の海洋や島々,南米やオース トラ リアなどの大陸で
より直接的であったに違いない し,その結果は野外の種
々の現象に示され,証拠 としてとらえられる場合も少か
らずある.そ こで古環境 とその変化の復元を目指 して,
周辺地域 と南極地域の歴史をつき合わすことが試みられ
る.・
シンポジウムは8月18日に予定され,上 記の課題につ
いての報告は,主 として招待講演者に よって なされる
が,」.ケ ネット,H.フローン,」.マーサーらの名が
あがっている.問題は8月22日～27日アメリカのマジソ
ンで開かれる 「南極の地質学 ・固体地球物理学 シンポジ
ウム」で,そ れとの重複を避け,純 粋に地質学的な議論
はそちらに譲 り,雪氷や古気候とかかわ りの深い点,古
環境が中心にすえられる予定である`
(筆者:吉 田栄夫,地 学研究部門客員教授,広 島大学
文学部教授)
研 究 所 刊 行 物
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　 Memoirs　of　National　Institute　ofPolar　Research,
　 　 Series.　C　(Earth　Sciences),　No.　8
　 　 　 Geology　of　the　Region　around　Botnneset,　East
　 　 Antarctica,byM.Yoshida.　December1975
　 JARE　Data　Reports,　Ne.　30　(Meteorology)
　 　 Meteerological　Data　at　Mizuho　Camp,　Antarc・
　 　 　 tica　in　19741975.　 November　1975
一般概況
第16次隊月例報告
〈9月 ・10月 〉
みずほ観測拠点調査旅行本隊が,KC20雪上車2台,
KD60雪上車1台 の他機7台 で9月16日出発,20日には
みずほ観測拠点に到着 した.セ スナ185型飛行機は26日
試飛行が開始され,下 旬,昭 和基地では地理,地質,測
地,生 物の野外調査が活発に行われた.10月に入 り皇帝
ペンギンルッカリー発見5日 には,み ずほ旅行隊が帰
投 し17日には沿岸調査旅行隊が出発 した.気温も上が り
通路の霜が落ち日差 しの強 さを感 じる今 日この頃,や ま
と山脈調査旅行隊の準備等で基地はあわただしい.
観測報告
電波伝播特性の研究,見返 り合－S23で減衰特性を観
測,標 準電波受信の方では,直交ループにより22.3kHz
リサージュ図形の写真撮影観測,水 平ループによる受信
をそれぞれ試みた.気 象概況は9月,10月とも全般にぐ
ずつき気味の天気であり観測 としては地上器械のキャ1)
ブ レーションを実施 した.太陽高度の増加に伴い地上オ
ゾン,直達 日射,APT写 真受画と仕事量が増加 した.
区 分 9月 10月
平 均 気 温
月最高気温
月最低気温
月最大風速
一18.9℃
-6 .〔げ℃
-36.8℃
30.　O　m/sec
一13.6℃
-6 .0℃
-28.9℃
29.1m/sec
測地部門ではオングル島北部周辺の諸島の基準点測量
(新設点7,改 測点1)を,3角 法により実施 した.地
理部門では白瀬氷河沖の測深を17点で行い,最深地点は
950mであった.地 層探査3点 の内2点(深 度32m,92
m)は,基 盤層だけを投影 し1点(深 度17m)では1.5
mの 堆積層が見られた.
設営報告
燃料消費内訳 単位1
区 分
消 費 量 残 量
9月 10月 9月 10月
普 通 軽油
灯 油
15,230
6,730
15,520
5,110
163,395
66,870
147,875
61,760
9月に入 り通信状態は大幅に良くなり,セ スナ通信テ
ス トの結果,VHFは 高度を充分にとれば半径200㎞以
上HFは フライ トの行われる日中に限れば,感 度4程度
で高度にはほとんど関係なく半径300k1程度まで充分疏
通する事を確かめた.隊員健康状態も概ね良好で,そ の
他順調に経過 している.
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越後の冬は今でも鈴木牧之が"北 越雪譜"を 書いた頃
と,そ れ程変ってはいない.それはもう150年も前の昔
話なのだが.
雪が降 って喜ぶのは犬と子供とスキーヤーであり,牧
之の言葉を借 りれば,'勝望美景を愛 し,酒 食音律の楽
しみを添え,画 に写 し詞に連ねて称翫する"風流人であ
ろう.しか しそれは稀に しか雪の降らない地方の人々で
ある.毎年一年の半分を幾十メー トルもの雪に囲まれ,
太陽を土を草木を奪われ,生 活の自由を奪われた雪国の
人々に とって,雪は都会人とは全く異なった観念のもの
であろう.本書は雪国 ・新潟県塩沢町で生涯を過 した著
者が,そ の地方に寄せる愛郷心を書 き綴 った随筆であ
る.
越後の秋は短かい.紅 葉が落ちて しまわないうちに初
雪が降る.そ の妖精のように 舞い散 る正六角形の結晶
は,積 り積って しだいに大きくなり,人間生活に侵入 し
てくる.人 々は生きる為に千辛万苦の思いで戦わねばな
ニ ュ ー ス
かんじき
ら な い.雪 道 を歩 く時 に は 雪 舟 を用 い,矯 で 荷 を運 び,
ニすき
雪をかき分ける為に木鋤(木 製のシャベル)を 使 う.そ
れ らは生活の為に生み出された文明とコ'える.
一方,雪 との戦いに疲れ果てた時には,た だ じっと耐
え忍ぶしかない.し か しそんな時にこそ文化は発展する
はたおり め
のだろう.雪が晴れる日を待ち焦がれつつ機織女の手は
一心に動き続ける.正 月,斎 の神等の行事や,雪 だる
ま,か まくら等の子供の遊びは,雪降 る間の数少ない楽
しみとして今だに行われている.
牧之は本書の出版を交友の滝沢馬琴に,再三再四,頼
んでいたが,当時ベストセラー作家であった馬琴は多忙
の為,山 東京伝の弟の京山が その役 を買って 出てくれ
た,よ うや く本書が 日の目を見たのは晩年の事であっ
た,著 者はその70年間に旅先で集めた資料や,雪 国の日
常生活の一喜一憂を,豊富な知識と長い間の体験に基づ
いて丹念に描いている.又,京 山の子の東水と著者の両
者が描いたさし絵は,江戸時代の風俗が十分に窺える.
雪を全く知らない人にも理解 しやすく,こんな世界も
あったのかと驚 くであろうし,雪国の人ならば,昔 とほ
とんど変らない雪国にいっそう郷愁を感 じるであろう.
〔鈴木牧之著1970tf.野島iU版発行〕
(筆者,森 山澄子 国立極地研究所研究系)
〔極地豆事典〕
地 球 の 極
地球はほぼ球形なので,そ の極も南北対称になるので
話を南極に しぼってみる.「南極」'この名詞は 「南極点」
「南極大陸」「南極地方」など,い ろいろの意味に使われ
ているが,本来は地球の自転軸が地表と交わる点,す な
わち 「南極点」を意味する.こ の南極(点)が 地球の極
に球形の磁石ではない.
地球上の各地点の磁場の強さから,地球の磁場を完全
な双極子磁場とモデル化 した場合,そ の磁場の極 を磁軸
極と呼ぶ.南 磁軸極は78.6°S,110.0°Eである.
「地理学的極点」,「磁軸極三」,「磁極」 これらは 地球－L
の三つの極 と呼ばれるもので,南 北 それぞれに 存在す
る.
これらの極に加え南極では 「到達不能点」と呼ばれる
であることは疑 う人はいないであろう.南緯90度,経度 一種の 「極」がある・南極大陸周辺の海岸線から一番離
は 表 現 で き ない 点,つ ま り地 理 学 的 な極 で あ る.
地 球 は 大 き な磁 石 に 例 え られ る.そ の 磁 石 の極,つ ま
り磁 石 の針 が 指 す南 の 位 置,こ れ が 南 磁極 で あ る.こ の
南 磁 極 の位 置 は1909年シ ャ ックル トンに よ って確 め られ
た が,そ の 時 は72.4°S,155.2°Eであ った.こ の 磁極
は1年 に10㎞ 位 の割 合 で北 方 に移 動 してお り,1965年
に は66.5°S,139.9°E,で,現在 は南 極 大 陸 か ら南 極
海 に そ の位 置 を移 して い る.
南 磁極 や 北 磁 極 は 地 球 上で 実 際 に 磁 石 の 指 す北 や 南 で
あ る.そ の 位 置 を過 ぎ る と磁 石 は そ れ ま で指 して い た 方
向 と逆 の 方 向 を指 す こ とに な る.し か し,南 磁 極 と北 磁
極 は地 球 上 で対 称 的 な位 置 には な い.つ ま り地 球 は完 全
れ た 点 で,82.3°S,65.7°Eの地 点 で あ る.標 高 は 約
4,300mで南 極 大 陸 を 覆 う氷 床 ドー ム の頂 上 が形 成 され
てい る地 域 で あ る.
なお 南 極 点 と云 えば 不 動 の よ うに 聞 え る.し か し,今
ア ム ン ゼ ン ・ス コ ッ ト基 地 が あ る南 極 点 は厚 さ2 ,800m
の 氷 の上 で あ る.そ の 表 面 で90°Sを 決 め て も,そ の 点
は 氷 と と もに 動 い て しま う.現 在,南 極 点 附 近 の氷 は 経
度43°Wの 方 向 に1年 に10m位 の速 度 で 動 い てい る.し
た が って,南 極 点基 地 に は,訪 問 者 用 の(観 光 向)南 極
点 と本 当 の南 極 点 の標 識 があ り後 者 は,時 々 その 位 置 を
移 動 す る.
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